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Research Abstract

前年度研究で、⿊⾊腫患者の領域リンパ節には、従来の病理組織学では検出が不可能な潜在性の⿊⾊腫細胞が⾼頻度に存在すること、その検出にはHMB45免疫染⾊およびチロジナーゼ
mRNAのRT-PCR法が有⽤であることを⽰した。そこで本年度研究では、当科で予防的または治療的な⿏径リンパ節廓清を施⾏した13例から摘出された全リンパ節155個をHE染⾊および
HMB45免疫染⾊で、35個をチロジナーゼのRT-PCR法で検索して、個々の症例の領域リンパ節内における組織学的転移および潜在性微⼩転移分布を検討した。その結果、5例は組織学的
に転移陰性であり、うち3例は滞在性転移も陰性であったが、1例では1個のリンパ節に、残りの1例では複数のリンパ節に滞在性転移が検出された。⼀⽅、組織学的転移陽性の8例におけ
る滞在性転移は、3例で陰性、1例で1個のリンパ節にのみ陽性、残りの4例では複数のリンパ節に陽性であった。術後の再発を認めた2例はいずれも複数のリンパ節に潜在性の微⼩転移を
有する組織学的転移陽性例であった。以上の成績から、⿊⾊腫患者の領域リンパ節における潜在性微⼩転移の分布様式は組織学的転移の有無にかかわらず多様であることが⽰された。今
後はこれらの潜在性微⼩転移の存在および分布と患者の予後との関係とを検討してゆく必要がある。
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